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WEDGE REPORT 

習政権のスローガンに惑わされず

中国の実態を見極めよ
ゼロコロナ、財政政策、共同富裕 。中国経済は国内政治の動向に大きく影響を受けている。

リスク含みの中国経済と今後日本はどう対峙すべきかを考えるためには正確な実態把握が欠かせない。

文・梶谷懐 KaiKajitani 

神戸大学大学院経済学研究科教授

R
E
U
T
E
R
S
/A
F
L
O
 

ゼロコロナに拘った中国政府。果たして思惑通りの経済成長を描けるか 。

全
体
に
与
え
る
負
の
影
響
を
顕
在
化
さ
せ
た

の
が
、
5
月
中
旬
に
公
表
さ
れ
た
2
0
2
2

年
4
月
の
経
済
統
計
で
あ
る
。
最
も
影
響
が

ら
さ
れ
る
大
都
市
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
経
済

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
堅
持
に
よ
っ
て
も
た

の
行
方
を
考
え
た
い
。

面
す
る

3
つ
の
リ
ス
ク
に
焦
点
を
当
て
て
そ

本
稿
で
は
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
以
外
に
も

多
く
の
不
確
実
性
を
抱
え
る
中
国
経
済
が
直

疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

に
は
、
海
外
は
も
ち
ろ
ん
国
内
に
お
い
て
も

規
感
染
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
徹
底
的
に
行

動
制
限
を
す
る
「
動
態
清
零
（
ダ
イ
ナ
ミ

ッ

ク

・
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
）
」

は
多
く
の
都
市
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
感
染
力
が
強
く
、
重
症
化

し
に
く
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し
て
も
過
去

の
成
功
体
験
か
ら
脱
却
で
き
ず
に
、
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
政
策
に
固
執
す
る
習
近
平
政
権
の
姿
勢

全
面
的
な
都
市
封
鎖
に
至
ら
ず
と
も
、
新

に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ら
せ
て
い
る
模
様
が

S
N
S
を
通
じ
て
国
外

全
面
的
な
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
物
流
が
滞

り
食
糧
調
達
が
困
難
な
状
況
や
、
多
く
の
住

民
が
先
の
見
え
な
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
募

口
2
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

染
拡
大
に
よ
り
上
海
市
は

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

12 



ゼロコロナ政策を堅持する中国の経済指標は下降傾向にある
（出所）国家統計局データを基に筆者作成 （注）記戟のない月は非公表（％） 
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2021年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2022年 4月
4月 3月

は
4
月
に

6
.
1
％
に
悪
化
し
、

20
年

4
月

大
き
か

っ
た
の
は
消
費
で
、

4
月
の
小
売
総

額
は
前
年
比

1
1
.
1
％
の
減
少
と
な
り
、

20

年
3
月
以
来
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
。
生

産
面
に
お
い
て
も
、

4
月
の
＿
定
規
模
以
上

の
工
業
付
加
価
値
増
加
率
は
前
年
比

2
.
9

％
の
減
少
（
左
図
）
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
需
要
・
供
給
双
方
の
落
ち
込
み
を
反
映
し

て、

4
月
の
全
国
の
調
査
ベ
ー
ス
の
失
業
率

都
市
の
ど
れ
か
―
つ
で
も
ー
カ
月

効
果
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

以
来
2
年
ぶ
り
に

6
％
を
突
破
し
た
。

西
安
、
深
訓
、
長
春
、
上
海
な
ど
の
大
都

市
の
相
次
ぐ
封
鎖
は
、
そ
の
都
市
に
お
け
る

生
産
や
消
費
が
落
ち
込
む
だ
け
で
な
く
、
物

流
の
停
止
を
通
じ
て
経
済
全
体
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

香
港
中
文
大
学
で
中
国
経
済
の
動
向
を
研

究
す
る
宋
鉾
教
授
ら
は
、
今
年
4
月
に
発
表

し
た
論
文
で
、

20年
4
月
S
2
2
年
1
月
の
長

距
離
ト
ラ

ッ
ク
の

G
P
S情
報
を

利
用
し
、
都
市
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
を
分

析
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
仮
に

中
国
の

4
大
都
市

（北
京
、
広
州
、

上
海
、
深
訓
）
を
ー
カ
月
間
全
面

封
鎖
す
る
と
、
そ
の

4
都
市
に
お

け
る
実
質
所
得
は

61
％
減
少
し
、

全
国
の
実
質
国
内
総
生
産

(
G
D

P
）
は

8
.
6
％
減
少
す
る
。
そ

の
う
ち

11
％
は
他
地
域
へ
の
ス
ピ

ル
オ
ー
バ
ー
（
拡
散
）
効
果
だ
と

い
う
。

長
期
的
な
貯
蓄
•
投
資
の

減
退
効
果
を
入
れ
る
と
マ
イ
ナ
ス

宋
教
授
は
さ
ら
に
、経
済
誌
『財

新
周
刊
』

(22
年

4
月

18
日
号
）

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
も
し
4
大

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- --------------------------- .....—------------------------------

ん
ど
終
了
し
て
お
り
、
景
気
の
下
振
れ
圧
力

は
、
景
気
の
落
ち
込
み
が
明
ら
か
に
な
っ
た

「共
同
富
裕
」
の
強
調
は

政
権
批
判
を
か
わ
す
た
め
？

間
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
る
と

G
D
P
の
約

0
.
7
％
の
損
失
が
生
じ
る
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

中
国
経
済
が
直
面
す
る
も
う
―
つ
の
懸
念

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
効
な
マ
ク
ロ
経
済
政

策
、
特
に
財
政
出
動
を
通
じ
た
積
極
的
な
救

済
策
を
打
ち
出
せ
な
い
で
い
る
こ
と
だ
。

武
漢
市
を
は
じ
め
全
国
的
に
都
市
封
鎖
が

実
施
さ
れ
た

20年
2
月
に
、
中
国
政
府
は
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
政
策
と
し
て
い
ち
早
く

大
胆
な
金
融
緩
和
に
動
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

他
の
主
要
国
と
異
な
り
個
人
や
企
業
に
対
す

る
給
付
金
の
支
給
な
ど
の
財
政
出
動
を
通
じ

た
救
済
措
置
は
ほ
と
ん
ど
行

っ
て
こ
な
か
っ

た
。
企
業
を
対
象
と
し
た
社
会
保
険
料
の
減

免
や
納
税
の
優
遇
な
ど
の
措
置
は
実
施
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、

21
年
に
は
そ
れ
ら
も
ほ
と

と
な

っ
て
い
た
。
む
し
ろ
政
府
は
、
積
極
的

な
財
政
政
策
に
代
表
さ
れ
る
需
要
面
の
剌
激

で
は
な
く
、
供
給
面
の
効
率
化
を
図
る
政
策

を
重
視
し
て
き
た
。

中
国
共
産
党
は

20年
3
月
に
「
生
産
要
素

市
場
の
よ
り
完
全
な
配
置
体
制
と
メ
カ
ニ
ズ

こ
う
し
た
一
連
の
改
革
は
あ
く
ま
で
も
供

給
面
の
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
徹
底
が
も
た
ら
す
も
う
＿

つ
の
側
面
で
あ
る
需
要
の
急
激
な
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

大
都
市
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
相
次
ぐ

22
年
に

な

っ
て
も
、
需
要
を
下
支
え
す
る
政
府
の
動

体
的
な
プ
ラ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
。

ム
の
構
築
に
関
す
る
意
見
」
と
い
う
文
書
を

発
表
し
て
い
る
。
同
意
見
書
は
、
士
地
・
労

慟
・
資
本
に
技
術
・
デ
ー
タ
を
加
え
た

5
大

生
産
要
素
に
つ
い
て
、

①
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
従
い
、
効
率
性
の
高
い
配
置
を
実
現
す
る
、

②
生
産
要
素
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
阻
害
す

る
制
度
的
要
因
を
撤
廃
し
、
要
素
市
場
の
構

築
と
発
展
を
促
進
す
る
と
い
う
方
向
性
を
強

調
し
た
。
つ
ま
り
、
国
有
企
業
や
地
方
政
府

が
土
地
や
資
本
、
そ
れ
に
テ
ー
タ
ヘ
の
ア
ク

い
う
方
向
性
が
明
確
に
さ
れ
た
。

こ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
今
年
1
月
に
国

務
院
は
「
要
素
市
場
化
総
合
改
革
試
点
総
体

法
案
」
を
発
表
し
、
市
場
を
通
じ
た
土
地
資

源
の
効
率
的
な
利
用
、
労
働
者
の
技
術
・
技

能
を
評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
労
働

市
場
の
流
動
化
、
新
技
術
の
知
的
財
産
権
保

護
や
デ
ー
タ
の
流
通
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
整

備
な
ど
、
生
産
要
素
の
市
場
化
に
向
け
た
具

セ
ス
を
独
占
す
る
状
況
を
改
革
し
て
い
く
と

13 四序 July2022 



今
の
と
こ
ろ
見
せ
て
い
な
い
。

卜

゜
ン
フ
ラ
イ
ム
レ
ー

(
L
P
R
)
が
4
.
6

％
か
ら
4
.
4
5
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の

の
、
事
実
上
の
貸
出
基
準
金
利
で
あ
る

1
年

物
の

L
P
R
は
据
ぇ
置
か
れ
た
。
昨
年
来
の

資
産
バ
ブ
ル
や
、
元
安
傾
向
が
続
く
為
替
の

下
落
を
恐
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
財
政
政
策
に
関
し
て
も
、
政
府
は

今
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
人
民
代
表
大

会
（
全
人
代
）
の
政
府
活
動
報
告
に
お
い
て

財
政
赤
字
を
G
D
P
比
で

2
.
8
%
（20
年

に
は

3
.
6
%
）
に
抑
え
る
と
い
う
コ
ロ
ナ

前
の
均
衡
財
政
主
義
に
戻
す
姿
勢
を
見
せ

た
。
5
月
下
旬
に
な
り
、
国
務
院
は
常
務
会

議
で
税
還
付
の
規
模
を

1
4
0
0
億
元
拡
大

す
る
な
ど
追
加
の
景
気
剌
激
策
を
発
表
し
た

が
、
財
政
赤
字
の
拡
大
を
容
認
す
る
姿
勢
は

中
国
経
済
に
と
っ
て
3
つ
目
の
不
安
材
料

は
、
拡
大
す
る
経
済
格
差
と
、
そ
の
対
策
と

し
て
の
強
引
な
再
分
配
政
策
の
実
施
で
あ

る
。
21
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た
共
産
党
中
央

財
経
委
員
会
で
は
「
共
同
富
裕
」
が
社
会
主

義
の
本
質
的
な
要
求
と
し
て
強
調
さ
れ
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
個
人
や
団
体

が
自
発
的
に
寄
付
す
る
「
第
三
次
分
配
（
生

産
手
段
の
再
分
配
を
第
一
次
分
配
、
財
政
支

宅
ロ
ー
ン
金
利
の
基
準
と
な
る
5
年
物
ロ
ー

き
は
鈍
か
っ
た
。
5
月
20
日
に
よ
う
や
く
住

回、

3
回
と
打
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ク
チ
ン
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
そ
れ
は

2

＿
方
で
、
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
常
に

は
ま
る
だ
ろ
う
。

を
、
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

団

革
が
、
格
差
の
一
層
の
拡
大
を
伴
う
こ
と
を

不
可
避
と
見
た
上
で
、
そ
の
批
判
が
政
権
に

向
け
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
い
わ
ば

ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
な
予
防
的
措
置
と
し
て

「
共
同
富
裕
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
「
共
同
富
裕
」
の
強
調
を
ワ

そ
れ
に
伴
う
副
反
応

u
国
政
府
の
通
達

に
よ
り
、
学
習
塾
の
新
規
設
立
が
禁
止
さ
れ

を
約
束
し
た
に
す
ぎ
ず
、
実
施
す
る
時
期
や

方
法
は
ア
リ
バ
バ
集
団
に
決
定
権
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
完
全
な
上
意
下
達
の
関
係
に
は

な
く
、
日
本
企
業
は
中
国
政
府
が
打
ち
出
す

ス
ロ
ー
ガ
ン
や
政
策
を
絶
対
視
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
今
後
の
協
力
分
野
と
し
て
期

待
さ
れ
る
脱
炭
素
政
策
や
電
子
商
取
引
の
テ

ー
タ
共
有
な
ど
に
関
連
す
る
事
業
に
も
当
て

握
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
る
こ
と

調
し
て
も
、
海
外
企
業
の
中
国
離
れ
が
不
可

避
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ

こ
と
も
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
国
内
の
「
実
態
」
把

か
じ
た
に
•
か
い

1
9
7
0

年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
。
神
戸
学
院
大
学
経
済
学

部
准
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
著
書
に

「中
国
経
済
講
義
」
（中

公
新
書
）
、

「幸
福
な
監
視
国
家

・
中
国
」

（共
著
、
N
H
K
出
版

新
書
）
な
ど
多
数
。

ス
界
は
、
中
国
に
こ
う
し
た
リ
ス
ク
が
あ
る

む
し
ろ
、
現
政
権
は
＿
連
の
要
素
市
場
改

の
基
金
を
通
じ
て
貧
困
層
に
還
尤
す
る
こ
と

い
か
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重
要
性
を
強

う
言
葉
は

1
回
し
か
登
場
し
て
い
な
い
。
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益
基
金
を
傘
下
に
抱
え
て
い
る
。
今
回
は
こ

政
府
活
動
報
告
で
は
、
「
共
同
富
裕
」
と
い

も
と
も
と
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
公

の
「
寄
付
」
を
約
束
し
た
ア
リ
バ
バ
集
団
は

う
。
例
え
ば
、
1
0
0
0
億
元
と
い
う
多
額

ま
ず
、
中
国
に
お
け
る
政
府
と
企
業
の
関

そ
の
唐
突
さ
か
ら
習
国
家
主
席
の
鶴
の
一
声

で
決
ま
っ
た
、
伝
統
的
な
社
会
主
義
政
策
へ

の
回
帰
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た
。

し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
習
政
権
の
政

策
的
な
力
点
は
、
む
し
ろ
供
給
サ
イ
ド
の
効

率
化
を
通
じ
た
経
済
成
長
の
推
進
に
置
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
22
年

3
月
の
全
人
代
で
行
わ
れ
た
李
克
強
首
相
の

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
中
国
経
済

に
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
対
峙
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

係
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

予
測
困
難
な
下
振
れ
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
現
況
で
は
、
人
心
の
不
満
は
徐
々
に
鬱
積

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
来
な
ら
ば
成
長
戦
略
の
目
玉
に
な
る
は

ず
の
要
素
市
場
改
革
に
対
す
る
逆
風
が
強
ま

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
示
し
て
き

た
経
済
成
長
の
前
提
が
覆
る
可
能
性
す
ら
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
中
国
政
府
が

さ
ら
に
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
限
界
が
経
済
に

日
本
の
ピ
ジ
ネ
ス
界
は

コ
ロ
ナ
後
見
据
え
実
態
把
握
を

う
な
こ
と
も
当
然
起
き
て
く
る
だ
ろ
う
。

出
を
通
じ
た
再
分
配
を
第
二
次
分
配
と
し
、

そ
れ
以
外
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
た
も

の
）
」
が
提
起
さ
れ
た
。

こ
の
方
針
を
受
け
、
ア
リ
バ
バ
集
団
お
よ

び
テ
ン
セ
ン
ト
は

25
年
ま
で
に

1
0
0
0
億

元
（
約
2
兆
円
）
と
い
う
多
額
の
資
金
を
拠

出
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
＿
連
の
政
策
は
、

た
ほ
か
、
現
行
の
学
習
塾
の
非
営
利
化
と
上

場
廃
止
が
課
さ
れ
た
こ
と
で
教
育
産
業
が
壊

減
的
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
な
ど
ー

の
よ

国
内
政
治
の
動
向
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
中
国
共
産
党
は
秋
に
党
大
会
を
控
ス
て

い
る
。
3
期
目
に
入
る
と
予
想
さ
れ
る
習
政

権
が
権
力
基
盤
の
足
固
め
を
行
う
た
め
に

も
、
少
な
く
と
も
党
大
会
を
無
事
終
え
る
ま

で
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
転
換
は
困
難
だ
ろ

う
。
経
済
成
長
が
下
降
局
面
に
入
っ
て
お
り
、
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